
（一般会計）
新規事業 拡充事業 継続事業継続

各事業費については万円未満を切り捨てて掲載しています。

福祉課
　　障害福祉計画等策定事業� 437万円

障害福祉計画・障害児福祉計画を一体的に策定し、障害者の
自立・社会参加を支援する。

　　重層的支援体制整備事業� 1億1,763万円
介護や障害、子ども子育て、生活困窮分野など行政機関と民
間団体の連携体制の構築や各種支援などの取り組みを実施する。

総務管理課
　　老人保健施設対策� 1億3,001万円

介護サービスを提供する町立老人保健施設に対し負担金を支
出し、安定した介護サービスを提供する。

　　病院対策� 3億8,598万円
町立病院運営に対して負担し、住民一人ひとりが、かけがえ
のない人生を送れることを目指す。

継続 

生涯学習課
　　日本遺産・文化財保護・活用事業� 1,228万円

歴史遺産や文化財などの保護をはじめ、日本遺産を活用し、
国内外に金の歴史文化をPR。交流人口の創出や地域の活性化
を図る。

建設課
道路維持補修事業� 5,048万円
町道の維持補修や除草などを計画的に実施する。
道路新設改良事業� 1億3,990万円
計画的に町道や橋りょうの改良などの道路工事を実施し、適
正な環境整備に努める。
公営住宅長寿命化事業� 6,600万円
町営八雲住宅の長寿命化工事を実施し、居住環境の維持に努
める。

継続 

継続 

継続 子育て支援課
　　さくらんぼこども園運営事業� 3億1,092万円

令和8年度より町立幼稚園を統合し、さくらんぼこども園での
保育・教育の充実を図る。

　　置き型授乳室整備事業� 94万円
宮城県産木材を使用した置き型授乳室を設置し、乳児期の親
子に配慮した環境を整備する。

　　放課後児童クラブ運営事業� 6,263万円
留守家庭児童の生活と遊びの場を確保し、子どもの健全育成
を推進する。

継続 

継続 

企画財政課
大韓民国扶

ぷ
余
よ
郡
ぐん
林
りん
川
せん
面
めん
交流事業� 571万円

友好協定を締結している大韓民国扶余郡林川面との交流およ
び高校生による訪問事業を実施する。

　　ふるさとワーキングホリデー事業� 280万円
地域の生活や産業を体験するふるさとワーキングホリデーを
通じ、移住者・関係人口の拡大を図る。

　　活力あるまちづくり大賞事業� 100万円
町内で活力あるまちづくりに特に功績のあった事業を顕彰し、
まちづくり活動のさらなる活性化を図る。

　　わくや結婚新生活応援補助金� 180万円
結婚による新生活に係る支援金を交付し、定住促進を図る。

継続 

継続 

総務課
　　コンビニ交付サービス導入準備事業� 3,385万円

マイナンバーカードを活用し、住民票や印鑑証明書などの公
的証明書をコンビニで取得できるようシステムを整備する。

　　消防団小型ポンプ積載車更新事業� 1,706万円
消防団に配備されている小型ポンプ積載車を更新し、火災や
自然災害など非常時に備える。

継続 

産業振興課
　　農業振興地域整備計画見直し事業　� 593万円

土地利用計画の推進の方向性を見直し、農地の効率的な利用
を図る。

　　担い手確保・経営強化支援事業補助金�3,000万円
意欲ある農業者の経営発展や規模拡大を支援するため、機械
施設の導入を支援する。

　　新規就農者育成支援事業� 2,700万円
次世代を担う農業者の機械施設導入や、世代交代の円滑化を
図り、農業経営の安定・発展を図る。

　　インバウンド事業費補助金� 60万円
美里町・遠田商工会と連携し、訪日外国人を地域に呼び込む
仕組みづくりを支援する。

主な事業

継続 

教育総務課
　　ＧＩＧＡスクール事業� 1,309万円

児童生徒1人1台端末と高速通信を活用した教育を実施する。
　　イングリッシュキャンプ事業� 329万円

さまざまな活動を通し、中学生の英語力の向上やグローバル
な人材の育成を図る。

　　小中学校給食費完全無償化� 5,138万円
小学校給食費無償化に合わせ、中学校給食費についても無償
とするもの。

継続 

継続 

健康課
　　母子保健事業� 1,957万円

不妊治療費などの助成、産後ケアなど安心して出産、子育て
できるよう支援する。

　　疾病予防対策事業� 3,538万円
各種検診により病気の早期発見、生活習慣病予防の取り組み
を推進し、健康寿命の延伸を目指す。

継続 

継続 
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わくやの春を楽しもう
わくや桜まつりの
行事予定

夜桜ライトアップ

第76回東北輓
ば ん

馬
ば

競技大会

　城山公園内の桜をライトアップします。
●日時　4月3日（金）～4月29日（水）
　　　　18時30分～21時
　　　　（桜の開花状況により、変更あり）
●場所　城山公園内

　東北各地から力自慢の輓馬と馬主が集い、人馬一
体の勇姿を披露します。
●日時　4月19日（日）8時30分～15時
　進行状況により早く終わる場合があります。
●場所　江合川河川敷特設会場

フリーマーケット
　掘り出し物が見つかるかもしれない出店
者多数のフリーマーケット。
●日時　4月19日（日）　9時～14時
●場所　江合川右岸河川敷

桜がご縁をつなぐ
　　　　　　桜縁フェスタ
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箟岳山かたくりまつり
　箟峯寺境内の北側斜面に、可

か

憐
れん

なかたくりの花が咲
き乱れます。
●日時　4月上旬（かたくりが咲き次第）
　　　　9時～16時
●場所　箟峯寺
●問い合わせ先 箟峯寺 ☎45-2251

日光さる軍団公演
●日時　4月11日（土）～4月19日（日）（予定）
　　　　10時～16時
●場所 城山公園内
●問い合わせ先　産業振興課商工観光班　☎43-2119

桜縁フェスタ
　涌谷町の芸能やダンス、音楽などの団体が一堂に会
します。
●日時　4月12日（日）10時～14時
●場所　城山公園野外ステージ
●出演団体　涌谷太鼓、民謡嘉

よし

若
わか

会
かい

、民謡香
こう

湧
ゆう

会
かい

、祭・
WAKUYOSA舞桜、楽

ら

楽
ら

ダンスクリエイト、オカリー
ナ彩

あや

音
ね

、古式獅
し

子
し

舞
まい

保存会、和楽器集団 朔
さく

ノ
の

音
ね

、涌谷
お茶屋節おどり保存会、DanceSchoolBetty
●問い合わせ先
　古式獅子舞保存会事務局（生涯学習課文化財保護班内）
　☎43-3001

涌谷互市
●日時　4月19日（日）　9時～15時
●場所 城山公園下特殊堤防沿い
●問い合わせ先　産業振興課商工観光班　☎43-2119

涌谷神社例大祭前夜祭関連
前夜祭　　　●日時　4月26日（日）18時～
例大祭　　　●日時　4月27日（月）11時～
神
み

輿
こし

渡
と

御
ぎょ

　　●日時　4月29日（水）8時～
福もちまき　●日時　4月29日（水）16時30分～
●場所　いずれも涌谷神社
●問い合わせ先　涌谷神社　☎42-2619

《交通規制》
●日時　4月19日（日）7時30分～17時（予定）
●場所　県道涌谷田尻線（本町交差点からＪＡ新みやぎ
涌谷支店前交差点、城山公園下）、県道・町道の一部
※詳細は21ページのお知らせをご覧ください。

《駐車場》
わくや桜まつり駐車場
●日時　4月3日（金）～4月29日（水）
●場所　城山公園下河川敷、涌谷町役場、涌谷公民館、
天平ろまん館（大型バスのみ）
雨が降り続いた場合は、城山公園下河川敷の駐車場は
使用せず、涌谷町役場や涌谷公民館などをご利用くだ
さい。
東北輓馬競技大会駐車場（前述に加えて）
●日時　4月19日（日）
●場所　JA新みやぎ涌谷営農センター（大型バス可能）、
イオンスーパーセンター涌谷店、月将館小学校（雨天不
可）、涌谷第一小学校（雨天不可）、調整池（ゆうらいふ隣）
（雨天不可）、遠田商工会涌谷事業所
※桜まつり期間中、駐車場から会場までのシャトルバ
ス運行などは実施しません。

満
開
の
桜
と
お
城
山
が

　
　
　
　
　
織
り
な
す
涌
谷
の
春
の
絶
景

桜がご縁をつなぐ
　　　　　　桜縁フェスタ



佐々木家住宅の保存活用の一助として
ｳｴｽﾄｴﾈﾙｷﾞｰｿﾘｭｰｼｮﾝが企業版ふるさと納税
　2月18日（水）に、株式会社ウエストエネルギーソ
リューション（本社：広島県広島市）が涌谷町に企業
版ふるさと納税制度を活用して100万円の寄附を行い、
目録および感謝状の贈呈式が涌谷町役場で開催されま
した。
　同社は、再生可能エネルギー事業を行う企業で、涌
谷町への寄附は3年連続となります。今回の寄附金は、
町指定文化財「佐々木家住宅」の保存活用事業に活用
される予定です。

地域の自然や産業に触れる学習活動が評価
箟岳白山小学校が宮城県から表彰
　3月12日（木）に、箟岳白山小学校が、生物多様性を
大切にする心を育てる学習を推進してきたことが評価
され、生物多様性推進活動優秀賞を受賞しました。
　同校では、総合的な学習の時間に、地域の自然や産
業への理解を深める学習活動を展開しており、3年生
ではJA営農センターと連携した野菜の栽培方法の学習、
4年生ではNPO法人蕪

か ぶ

栗
く り

ぬまっこくらぶと連携した水
辺の生き物に関する学習、5年生では涌谷町ブランド
米「金のいぶき」の栽培体験を実施しています。

これからもお元気で
満百歳おめでとうございます
　2の2区の長澤フヂエさんと長根区の大立目とし江

え

さんが百歳の誕生日を迎えました。
　2人ともデイサービスが楽しみで、毎週欠かさず通
所しています。中澤さんは読書が趣味で、いつも孫娘
が図書館から本を借りてきてくれるそうです。大立目
さんは、家族で歌手の北島三郎さんの大ファンで、家
にポスターを飾って応援しているそうです。
　どうぞこれからもお体に気をつけて、ますます長寿
でありますよう、お祈りいたします。

子どもの学習機会創出の一助として
ゆのあ・未来テクノスが企業版ふるさと納税
　3月16日（月）に、株式会社ゆのあ（本社：宮城県仙
台市）と未来テクノス株式会社（本社：宮城県仙台市）
が涌谷町に企業版ふるさと納税制度を活用して寄附を
行い、目録および感謝状の贈呈式が涌谷町役場で開催
されました。
　両社は、再生可能エネルギー事業を行う企業で、今
回の寄附金は、子どもの学習機会創出のための事業に
活用される予定です。
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来場者と交流しながら取り組みを報告
地域おこし協力隊活動報告会を開催
　3月7日（土）に、涌谷公民館で、涌谷町地域おこし協
力隊の活動報告会が開催されました。
　活動報告会には約30人が来場。今年度は、開会前に
各隊員のブースを設け、来場者が個別に意見交換でき
る交流タイムも実施されました。報告会では、ＯＢ・
ＯＧを含む6人の隊員が、これまでの取り組みや成果、
今後の活動の目標などを報告しました。来場者は、地
域資源の活用やイベント企画など、今後の活動の展開
に期待を寄せていました。

おひさまスマイル活動報告
「バレンタインスイーツ作り」を開催

　2月10日（火）に、涌谷町町民医療福祉センター調理室で「バ
レンタインスイーツ作り」を開催しました。今回は、以前広
報わくやで紹介された米粉のスチームチョコレートケーキを、
みやぎ食育コーディネーター千石めぐみさん監修のレシピを
もとに作りました。材料を混ぜて蒸し器で蒸すだけのシンプ
ルなレシピですが、蒸しあがるとふんわりとした美味しいケー
キが完成。おしゃべりを楽しみながら、参加者同士の交流も
深まり、笑顔あふれるひとときとなりました。

《遠藤釈雄町長の主な公務（2月16日～3月15日）》
●  2月16日㈪	 金融機関情報交換会�  （役場）
●  2月18日㈬	 総合計画本部会議�  （役場）
●  2月19日㈭	 防災水防会議�  （役場）
●  2月25日㈬	 議会全員協議会� （役場）
●  3月  1日㈰	 涌谷高等学校卒業式�  （町内）
●  3月  3日㈫	 涌谷町特産品ブランディング事業
		  関係者試食会�  （町内）
●  3月  5日㈭～13日㈮　議会定例会3月会議�（役場）
●  3月11日㈬	 令和7年度大崎地域市町職員等海外
		  派遣研修事業報告会�  （大崎市）
●  3月15日㈰	 町立幼稚園3園合同閉園式�  （町内）

遠藤釈
とく

雄
お

町長コラム

桜の季節
　華やかさと儚

はかな

さを秘めた桜の季節となり、涌谷も春
本番を迎えた。昨年の12月に歩道橋の一部が壊れた涌
谷大橋は通行止めとなっていたが、県関係者のご努力
で桜まつり前には開通する。お城山や沿道の桜、東北
輓馬競技大会、フリーマーケットなどこれまでどおり
に楽しんでほしい。数年前、桜花爛

ら ん

漫
ま ん

だったこの季節
に天国に召された友人の奥様のご法名に、桜の文字が
入っていたことを思い出す。そういえば、フランスで
の桜の花言葉は「私を忘れないで」だった。

各事業者が工夫を凝らす
涌谷町特産品ブランディング試食会
　3月3日（火）に、箟岳公民館で、涌谷町で加工される
株式会社ウェルファムフーズのブランド鶏「森林どり」
を使用した料理や商品をＰＲする試食会が実施されま
した。
　遠田商工会が企画した今回の試食会には、関係者約
60人が参加。13事業者が、鉄板焼きやカレー、マーボー
豆腐など工夫を凝らしたメニューを紹介しました。遠
田商工会では、今後も新商品開発を通して特産品のブ
ランド力向上を図る予定です。
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が
お
得
で
す
！
》

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
口
座
振

替
で
納
付
で
き
ま
す
。
口
座
振
替

を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
、
金
融
機
関

な
ど
に
行
く
手
間
も
省
け
、
納
め

忘
れ
も
な
く
便
利
で
す
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月

分
保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付

す
る
こ
と
で
、
月
々
50
円
割
引
さ

れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ

り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前

納
・
１
年
度
前
納
・
２
年
度
前
納

も
あ
り
ま
す
。
１
年
度
前
納
・
２

年
度
前
納
は
２
月
末
ま
で
の
申
し

出
が
必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、

金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
し
希
望

の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

古
川
年
金
事
務
所

☎
23
ー
１
２
０
０

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

　
Ｊ
Ｒ
気
仙
沼
線
の
前
谷
地
駅
か

ら
柳
津
駅
間
で
、
４
月
20
日（
月
）

お
よ
び
５
月
18
日（
月
）か
ら
５
月

22
日（
金
）の
期
間
、
設
備
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
の
た
め
、
日
中
の
一
部
列

車
を
運
休
し
ま
す
。
代
替
バ
ス
な

ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。
朝
夕
の
便
ま

た
は
Ｂ
Ｒ
Ｔ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
前
谷
地
駅
か
ら
小
牛
田

駅
間
は
通
常
運
行
し
ま
す
。

▼
運
休
便

▽
上
り　
柳
津
駅
発
11
時
30
分
、

　
　
　
　
13
時
30
分
の
２
便

▽
下
り　
前
谷
地
駅
発
10
時
59
分
、

　
　
　
　
13
時
の
２
便

▼
問
い
合
わ
せ
先

Ｊ
Ｒ
東
日
本
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー

☎
０
５
０
ー
２
０
１
６
―
１
６
０
０

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
９

の
３
区
行
政
区
長
と
し
て
新
た
に

瀬
川
晃
氏
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
前
行
政
区
長
の
奥
山

勇い
さ
み

氏
は
、
地
域
住
民
か
ら
の
信

頼
も
厚
く
、
16
年
間
の
長
き
に
わ

た
り
お
勤
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
尽
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

　
身
体
や
精
神
な
ど
の
障
害
者
が

使
用
す
る
軽
自
動
車
で
、
一
定

の
要
件（
所
有
状
況
、
使
用
目
的
、

障
害
等
級
な
ど
）に
該
当
す
る
場

合
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
の

減
免
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

減
免
を
受
け
ら
れ
る
自
動
車
は
、

普
通
自
動
車
を
含
め
身
体
障
害
者

１
人
に
つ
き
１
台
に
限
ら
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
税
務
課
税
務
班
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　

４
月
15
日（
水
）～
４
月
23
日

（
木
）（
土
日
祝
日
除
く
）

※
オ
ン
ラ
イ
ン
減
免
申
請
は
継
続

申
請
者
の
み

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　
①
身
体

障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
い
ず
れ

か
②
運
転
す
る
人
の
運
転
免
許
証

③
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書（
令

和
７
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人
に

の
み
送
付
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
用

二
次
元
コ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
）

　
新
規
申
請
の
用
紙
は
、
涌
谷
町

４
月
20
日
と
５
月
18
日
～

５
月
22
日
の
期
間
に
Ｊ
Ｒ

気
仙
沼
線
の
一
部
が
運
休

９
の
３
区
行
政
区
長

委
嘱
の
お
知
ら
せ

　
広
報
わ
く
や
３
月
号
16
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
た
手
話
通
訳
者
養
成
講

座
の
対
象
者
の
記
載
に
、
左
記
の

と
お
り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
訂
正
し

ま
す
。

誤 

）お
お
む
ね
55
歳
以
上
の
人
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
～

正 

）次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
～

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
班

☎
43
―
２
１
１
２

▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て

　
全
国
の
２
６
人
の
皆
さ
ま

　
　
　
　
　
　
　
５
９
万
７
千
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま　
　
　
　
　
２
万
円

▼
社
会
教
育
施
設
の
維
持
管
理
の

一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま　
　
　
６
７
７
７
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
伊
藤
亜あ

紀き

さ
ま　
　
　
３
万
円

　
国
民
年
金
は
、
誰
も
が
加
入
す

る
制
度
で
す
。
日
本
に
住
む
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
加
入
者
の
職
業
な
ど
に

よ
っ
て
３
つ
の
種
類
に
分
か
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な
り

ま
す
。

▼
第
１
号
被
保
険
者　
自
営
業
者
、

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
無
職
の
人

な
ど
。
住
所
地
の
役
場
の
国
民
年

金
担
当
窓
口
で
、
自
ら
手
続
き
を

し
ま
す
。

▼
第
２
号
被
保
険
者　
会
社
員
や

公
務
員
な
ど
、
厚
生
年
金
保
険
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、

勤
務
先
が
手
続
き
を
し
ま
す
。

▼
第
３
号
被
保
険
者　
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
で
、
手
続
き
は
第
２
被
保
険
者

の
勤
務
先
を
経
由
し
行
い
ま
す
。

《
国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
２
月
受
付
分
）

国
民
年
金
の
加
入
に

つ
い
て

お
詫わ

び
と
訂
正

身
体
障
害
者
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
軽
自
動
車
税

の
減
免
制
度

瀬川 晃
あきら

氏
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お知らせ イベント相談 募集

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
税
務
課
税
務
班
窓

口
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

【
普
通
自
動
車
の
減
免
】

　
普
通
自
動
車
に
も
同
様
の
減
免

制
度
が
あ
り
ま
す
。
制
度
内
容
や

申
請
方
法
な
ど
異
な
る
部
分
が
あ

り
ま
す
。
詳
細
は
北
部
県
税
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
軽
自
動
車
の
問
い
合
わ
せ

税
務
課
税
務
班

☎
43
ー
２
１
１
４

▽
普
通
自
動
車
の
問
い
合
わ
せ

宮
城
県
北
部
県
税
事
務
所

☎
91
ー
０
７
０
１

　
令
和
７
年
５
月
26
日
に
改
正
戸

籍
法
が
施
行
さ
れ
、
戸
籍
の
記
載

事
項
に
氏
名
の
振
り
仮
名
が
追
加

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本

籍
地
の
市
区
町
村
長
か
ら
、
戸
籍

に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振
り
仮
名

が
通
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
籍
が

涌
谷
町
の
人
に
は
令
和
７
年
７
月

末
に
通
知
し
て
い
ま
す
。

　
通
知
の
振
り
仮
名
が
誤
っ
て
い

る
場
合
、
５
月
25
日（
月
）ま
で
に

正
し
い
振
り
仮
名
の
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
通
知
の
振
り
仮
名
が

正
し
い
場
合
、
届
出
を
し
な
く
て

も
通
知
の
と
お
り
戸
籍
に
記
載
さ

れ
ま
す
。　
戸
籍
の
振
り
仮
名
制

度
に
つ
い
て
、
詳
細
は
法
務
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

☎
43
―
２
１
１
３

　
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
用
水

域
の
保
全
を
目
的
に
、
下
水
道
へ

の
接
続
を
推
進
す
る
た
め
、
工
事

へ
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
工
事
完
了
後
の
申
請
は
補
助
対

象
外
で
す
。
予
算
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
工
事　
既
設
の
浄
化

槽
ま
た
は
く
み
取
り
便
所
を
廃
止

し
、
新
た
に
下
水
道
に
接
続
す
る

排
水
設
備
の
設
置
工
事
。
新
築
の

下
水
道
接
続
工
事
は
対
象
外
。

▼
交
付
条
件　
①
～
④
す
べ
て
に

該
当
す
る
こ
と
。
①
下
水
道
処
理

区
域
内
に
あ
る
戸
建
住
宅（
持
ち

家
）②
新
規
の
下
水
道
接
続
③
宅

外
の
排
水
管
の
施
工
延
長
が
20
ｍ

を
超
え
て
い
る
④
町
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い

▼
補
助
額　
ア
、
イ
の
合
計
と
し
、

10
万
円
を
限
度
と
す
る
。

ア
住
宅
１
棟
あ
た
り
５
万
円

イ
宅
外
の
排
水
管
の
施
工
延
長
の

う
ち
20
ｍ
を
超
え
る
部
分
１ｍ
に
つ

き
２
千
円（
補
助
限
度
額
５
万
円
）

　
な
お
、
排
水
設
備
の
設
置
に
伴

い
、
既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
を

撤
去
す
る
場
合
は
、
一
律
６
万
円

を
上
乗
せ
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
下
水
道
班

☎
43
ー
２
１
３
１

戸
籍
の
氏
名
の
振
り
仮
名
の

届
出
は
お
済
み
で
す
か
？

下
水
道
に
接
続
す
る
た
め

の
宅
内
排
水
設
備
の
工
事

費
に
使
え
る
補
助
金
制
度

下
水
道
管 

道
路 

台
所 

洗
面
所 

風
呂 

ト
イ
レ 

住
宅 

公
共
ま
す 

全区間45ｍ 

補助区間25ｍ 控除区間20ｍ 

【補助額】 
ア 5万円 
イ 5万円 
合計 10万円 

More PickUp 4月19日（日）の東北輓
ばん

馬
ば

競技大会の開催
に伴う交通規制のお知らせ

　4 月 19 日（日）に開始される東北輓馬競技大
会の開催に伴い、涌谷大橋を歩行者天国とする
ため、本町交差点からＪＡ新みやぎ涌谷支店前
交差点までの区間、城山公園下県道ならびに町
道の一部を通行止めといたします。
　皆さまには、ご不便をおかけいたしますが、
迂
う

回
か い

へのご理解とご協力をお願いします。なお、
終了時刻は繰り上がる可能性があります。
▶日時　4 月 19 日（日）7 時 30 分～ 17 時（予定）

【問い合わせ先】
産業振興課商工観光班
☎︎ 43-2119

車両通行止

歩行者天国

江合川

涌谷大橋

涌谷橋

江合川

至
仙
台

至
大
崎

至
石
巻

至登米

第一小学校

涌
　谷

郵
便
局

フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
会
場

輓
馬
会
場

月
将
館

小
学
校

JA
涌
谷

支
　店

涌谷
神社

法務省
ホームページ
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置
き
配
バ
ッ
グ
ま
た
は
置
き
配

ボ
ッ
ク
ス
を
購
入
し
た
人
に
、
購

入
金
額
に
応
じ
て
、
宮
城
県
公
式

デ
ジ
タ
ル
地
域
ポ
イ
ン
ト
「
み
や

ぎ
ポ
イ
ン
ト
」
を
３
０
０
０
ポ
イ

ン
ト
ま
た
は
５
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

還
元
し
ま
す
。

▼
申
請
締
切　
６
月
30
日（
火
）

▼
申
請
方
法　
宮
城
県
民
公
式
ア

プ
リ
「
ポ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ン
」
の
ア

ン
ケ
ー
ト
機
能
か
ら
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ
先

宮
城
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課

☎
０
２
２
―
２
１
１
―
２
６
６
１

　
各
地
域
の
清
掃
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
清
掃
で
出
た
ご
み

は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」「
燃
や
せ

な
い
ご
み
」
な
ど
に
分
別
し
、
普

段
の
家
庭
ご
み
と
一
緒
に
集
積
所

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
側
溝
な
ど
か
ら
出
る
土

砂
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
16

歳
以
上
の
人
の
自
転
車
に
よ
る
違

反
に
交
通
反
則
通
告
制
度
が
適
用

さ
れ
、
悪
質
・
危
険
な
自
転
車
利

用
者
に
対
し
反
則
告
知（
青
切
符

に
よ
る
取
締
ま
り
）を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
酒
気
帯
び
運
転
や
妨
害

運
転
な
ど
の
重
大
な
違
反
は
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
に
反
則
行
為
に
該

当
せ
ず
、
刑
事
手
続
き
に
よ
り
処

理
さ
れ
ま
す
。

▼
主
な
違
反
行
為
と
反
則
金
額

　

一
時
不
停
止（
５
０
０
０

円
）、
信
号
無
視（
６
０
０
０

円
）、
携
帯
電
話
使
用
等（
保
持
）

（
１
２
０
０
０
円
）、
車
道
の
右
側

通
行（
６
０
０
０
円
）、
イ
ヤ
ホ

ン
や
傘
を
差
し
な
が
ら
の
運
転

（
５
０
０
０
円
）な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
警
察
署
交
通
課

☎
33
ー
２
３
２
１

　
支
給
対
象
世
帯
に
は
確
認
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
給
付
額�

１
世
帯
あ
た
り
８
千
円

　
令
和
８
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
税
務
課
税
務
班
で
平
日

（
８
時
30
分
〜
17
時
）に
、
縦
覧
・

閲
覧
で
き
ま
す
。

《
縦
覧
》

　
土
地
や
家
屋
を
所
有
す
る
納
税

者
は
、
所
有
資
産
と
他
の
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
を
比
較
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
土
地
の
み
の
所
有
者
は

土
地
の
み
、
家
屋
の
み
所
有
者
は

家
屋
の
み
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

▼
期
間　
４
月
１
日（
水
）

　
　
　
〜
６
月
１
日（
月
）

▼
縦
覧
で
き
る
人　
当
町
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
親
族
も
縦
覧
可
）、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
人（
委
任

状
が
必
要
）、
納
税
管
理
者

▼
縦
覧
内
容

▽
土
地　
所
在
地
、
地
目
、
地
積
、

評
価
額

▽
家
屋　
所
在
地
、
種
類（
用
途
）、

構
造
、
床
面
積
、
建
築
年
、
評
価

額▼
手
数
料　
無
料

▼
持
参
物　
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
や
納
税
通

知
書
な
ど
）

《
閲
覧
》

　
自
分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
税

置
き
配
バ
ッ
グ
・
ボ
ッ

ク
ス
の
購
入
を
支
援
し

ま
す

春
季
町
民
一
斉
清
掃
を

４
月
11
日（
土
）

６
時
～
８
時
に
実
施
し
ま
す

令
和
８
年
４
月
１
日
か

ら
自
転
車
の
危
険
運
転

に
青
切
符
が
適
用

▼
対
象
世
帯　
令
和
８
年
２
月
１

日
時
点
で
涌
谷
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
が
あ
り
、
世
帯
全
員
の

令
和
７
年
度
住
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
世
帯

▼
申
込
締
切　
５
月
29
日（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
班

☎
25
ー
７
９
０
２

被
災
し
た
人
の
た
め
の

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免

除
・
減
額
に
つ
い
て

　
東
日
本
大
震
災
や
平
成
27
年
９

月
２
日
以
降
に
災
害
救
助
法
が
適

用
さ
れ
た
自
然
災
害
に
よ
る
影
響

を
受
け
た
個
人
や
個
人
事
業
主
は
、

自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務

整
理
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
き
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免

除
・
減
額
を
申
し
出
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
債
務
の
免
除
な
ど
に
は
、
一
定

の
要
件
を
満
た
す
こ
と
や
借
入
先

の
同
意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

細
は
、
ロ
ー
ン
借
入
先
の
金
融
機

関
な
ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

東
北
財
務
局
理
財
部
金
融
機
調
整

官☎
０
２
２
ー
２
６
３
ー
１
１
１
１

低
所
得
世
帯
物
価
高
騰

対
策
給
付
金
に
つ
い
て

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
覧
と
閲
覧
に
つ
い
て

【問い合わせ先】涌谷教室・古川教室☎080-8807-0766

♪佐藤音楽教室 生徒募集♪
　３歳からシニアまで無料体験
レッスン実施中♪未就学児の生徒
さん向けに「絶対音感」が身につ
きやすくなる新カリキュラムの取
り入れています。
　お気軽にお問い合わせください。

相続登記 お電話 1本でお伺いいたします。
相談無料・秘密厳守

令和 6年から相続登記が義務になりました。
放置すると 10万円以下の罰則が科せられることがあります。
相続関係が複雑な方も一度ご相談ください。

「相続の相談窓口」（土日祝も対応・要予約）
☎0229-87-5640
わくや司法書士事務所
涌谷町本町 23番地 ( 中央通り商店街沿い )
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お知らせ イベント相談 募集

の
内
容
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
期
間　
年
間
を
通
し
て
随
時

▼
閲
覧
で
き
る
人　
本
町
の
固
定

資
産
税
の
納
税
者（
納
税
者
と
同

一
世
帯
の
親
族
も
閲
覧
可
）、
納

税
者
の
委
任
を
受
け
た
人（
委
任

状
が
必
要
）、
借
地
・
借
家
人

▼
閲
覧
内
容　
所
有
す
る
資
産
の

課
税
台
帳（
借
地
、
借
家
人
は
賃

貸
借
契
約
な
ど
の
対
象
資
産
の
課

税
台
帳
）

▼
手
数
料　
１
件
３
０
０
円（
４

月
１
日（
水
）～
６
月
１
日（
月
）は

無
料
）

▼
持
参
物　
納
税
者
と
確
認
で
き

る
書
類（
運
転
免
許
証
や
納
税
通

知
書
な
ど
）。
借
地
・
借
家
人
は
、

賃
貸
借
契
約
書
な
ど
と
本
人
確
認

書
類（
運
転
免
許
証
な
ど
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
税
務
班

☎
43
ー
２
１
１
４

▼
日
程

▽
基
礎
研
修　
講
義
は
６
月
６
日

（
土
）、
実
習
は
６
月
20
日（
土
）

▽
登
録
前
研
修　
講
義
は
７
月
４

日（
土
）・
５
日（
日
）、
実
習
は
７

月
中
の
連
続
し
た
２
日
間

▼
場
所　
講
義
は
宮
城
県
庁
講
堂

▶選考方法　選考委員による選考会（書面審査）
により決定します。必要に応じて、プレゼンテ
ーションを実施する場合があります。
▶結果発表　5 月下旬頃を予定。応募者へ通知お
よび涌谷町公式ホームページで公表します。
▶授賞式　7 月 15 日（水）に開催予定の建町記
念式典で実施します。
▶申込方法　表彰を受けようとする人または推
薦しようとする人は、涌谷町公式ホームページ
から所定の用紙をダウンロードし企画財政課に
申し込み。
▶申込締切　4 月 30 日（木）

More PickUp 町制施行70周年記念事業
涌谷町活力あるまちづくり大賞事業

　活力あるまちづくりに功績のあった事業を顕
彰することにより、各種活動のさらなる活性化
を図り、活力あるまちづくりを推進します。
▶対象事業　令和 7 年 4 月１日から令和 8 年 3
月 31 日までに実施した事業で、以下のいずれか
に該当するもの。
▷涌谷町の地域の振興に寄与した事業
▷涌谷町の教育および文化の振興に寄与した事
業
▷涌谷町の産業の振興に寄与した事業
▷その他上記事業に準ずると認められる事業
※ただし、上記事業であっても、町が主催・共
催した事業および事業実施の費用に対し、町か
らの補助金などを受けている事業は除きます。
▶賞および特典　黄金賞：50万円、金賞：30万円、
特別賞：20 万円（各賞とも１事業）

【問い合わせ先】
企画財政課企画班
☎︎ 43-2112

お
よ
び
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル

仙
台
、
実
習
は
県
内
の
児
童
養
護

施
設
・
乳
児
院

▼
受
付
期
間　
４
月
８
日（
水
）

　
　
　
　
　
〜
５
月
８
日（
金
）

▼
申
込
方
法　
宮
城
県
北
部
児
童

相
談
所（
☎
22
ー
０
０
３
０
）に
電

話
で
申
し
込
み

▼
問
い
合
わ
せ
先

み
や
ぎ
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
け
や

き☎
0
2
2
ー
7
1
8
ー
1
0
3
1

　
転
勤
で
引
っ
越
し
を
す
る
た
め
、

家
具
や
家
電
製
品
を
処
分
す
る
こ

と
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
で
見
つ
け
た

「
不
用
品
回
収
定
額
パ
ッ
ク
、
２

ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
５
万
円
」「
追
加

料
金
一
切
無
し
」
と
い
う
広
告
の

業
者
に
依
頼
し
た
。
見
積
も
り
を

依
頼
し
た
が
、「
直
接
見
な
い
と

見
積
り
出
来
な
い
。
良
品
で
あ
れ

ば
買
い
取
り
も
す
る
」
と
言
わ
れ

た
。
当
日
ト
ラ
ッ
ク
に
家
電
な
ど

を
積
み
込
ん
だ
後
に
な
っ
て
、
業

者
か
ら
「
運
搬
費
は
５
万
円
だ
が
、

廃
棄
料
が
別
途
か
か
る
」
と
広
告

の
４
倍
の
20
万
円
を
請
求
さ
れ
た
。

数
年
し
か
使
用
し
て
い
な
い
も
の

ば
か
り
だ
っ
た
が
、「
買
い
取
り

価
格
は
つ
か
な
い
。
キ
ャ
ン
セ
ル

す
る
な
ら
自
分
で
ト
ラ
ッ
ク
か
ら

物
を
降
ろ
せ
」
と
言
わ
れ
、
仕
方

な
く
コ
ン
ビ
ニ
で
お
金
を
お
ろ
し

て
支
払
っ
た
が
、
納
得
で
き
な
い
。

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

　
「
ネ
ッ
ト
の
広
告
の
価
格
は
、
作

業
の
ほ
ん
の一部
を
切
り
取
っ
た
価

格
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
事

前
に
説
明
の
な
い
費
用
の
請
求
に

は
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
作
業
時
に
は
、
１
人
で
対

応
せ
ず
、
家
族
な
ど
に
立
ち
会
っ

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　
広
告
と
実
際
の
現
場
で
請
求
さ

れ
た
金
額
が
大
き
く
違
っ
て
い
る

場
合
、
特
定
商
取
引
法
の
訪
問
販

売
に
よ
る
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
適

用
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
依
頼
業
者
が一般
廃
棄
物
処
理

業
の
許
可
業
者
か
ど
う
か
確
認
し

て
か
ら
依
頼
し
ま
し
ょ
う
。

《
困
っ
た
時
は
早
め
に
相
談
》

　

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
者
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
１
８
８
に
相
談
。
毎
週

月
曜
日
・
木
曜
日（
９
時
～
15
時
）

に
、
消
費
生
活
相
談
員
が
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
―
２
１
１
３

不
用
品
回
収
サ
ー
ビ
ス

に
注
意

養
育
里
親
・
養
子
縁
組

の
希
望
者
向
け
の
研
修

を
実
施
し
ま
す
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（
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
18
時
以

降
）

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付　
詳
細
は
石
巻
地
域
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
一
般
曹
候
補
生（
第
１
回
）》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
５
月
７
日（
木
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　

５
月
16
日（
土
）～
５
月
24
日

（
日
）（
い
ず
れ
か
一
日
を
指
定
さ

れ
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
受
験
）

《
幹
部
候
補
生（
第
１
回
）》

▼
応
募
資
格（
見
込
み
含
む
）

▽
一
般
・
大
卒
者　
22
歳
以
上
26

歳
未
満
の
人（
20
歳
以
上
22
歳
未

満
の
人
は
大
卒
、
修
士
課
程
修
了

者
な
ど
は
28
歳
未
満
）

▽
一
般
・
院
卒
者　
20
歳
以
上
28

歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了
者
な
ど

▽
歯
科
・
薬
剤
科　
専
門
の
大
卒

で
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
４
月
３
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　

４
月
11
日（
土
）・
４
月
12
日

（
日
）（
12
日
は
飛
行
要
員
の
み
）

《
幹
部
候
補
生（
第
２
回
）》

▼
応
募
資
格　
第
１
回
に
同
じ

▼
受
付
期
間　
４
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
　
〜
６
月
５
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　

６
月
13
日（
土
）・
６
月
14
日

（
日
）（
12
日
は
海
上
の
飛
行
要
員

の
み
）

《
幹
部
候
補
曹（
第
１
回
）》

▼
応
募
資
格　
20
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
４
月
３
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　
４
月
11
日（
土
）

《
幹
部
候
補
曹（
第
２
回
）》

▼
応
募
資
格　
第
１
回
に
同
じ

▼
受
付
期
間　
４
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
６
月
５
日（
金
）

▼
試
験
日（
１
次
試
験
）

　
６
月
13
日（
土
）

《
医
科
・
歯
科
幹
部
自
衛
官
》

▼
応
募
資
格　
医
師
・
歯
科
医
師

の
免
許
取
得
者

▼
受
付
期
間　
２
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
５
月
21
日（
木
）

▼
試
験
日

　
６
月
19
日（
金
）

《
キ
ャ
リ
ア
採
用
幹
部
》

▼
応
募
資
格　
大
卒
以
上
で
、
応

募
資
格
に
定
め
ら
れ
た
学
部
・
専

攻
学
科
な
ど
を
卒
業
後
、
２
年
以

上
の
業
者
経
験
が
あ
る
人

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
〜
５
月
15
日（
金
）

▼
試
験
日

▽
陸
上　
６
月
８
日（
月
）

▽
海
上　
６
月
12
日（
金
）ま
た
は

　
　
　
　
６
月
15
日（
月
）

▽
航
空　
６
月
15
日（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
宮
城
地
方
協
力
本
部
石
巻

地
域
事
務
所

☎
０
２
２
５
ー
83
ー
６
７
８
９

令
和
８
年
度
涌
谷
藩
士
会

記
念
講
演
会
を
開
催

▼
日
時　
４
月
18
日（
土
）

10
時
45
分
～
12
時
15
分（
総
会
閉

会
後（
10
時
40
分
）に
開
場
）

▼
場
所　
涌
谷
公
民
館

▼
演
題　
伊
達
政
宗
と
母
義
姫 

毒

殺
未
遂
事
件
と
弟
小
次
郎
殺
害
事

件
の
真
相

▼
講
師　

元
仙
台
市
博
物
館
長 

佐
藤
憲の

り

一か
ず

氏

▼
入
場
料　
無
料（
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

涌
谷
藩
士
会
事
務
局　
坂
本
紀の

り

男お

☎
０
８
０
ー
５
８
６
６
ー
２
４
４
３

「広報わくや」に掲載する広告を募集します。 広告枠は
この枠と同じ縦４.２㎝、横８.５㎝、１枠あたりの掲載
料は５,０００円になります。
掲載希望の方はご連絡ください。
企画財政課　企画班　☎４３－２１１２

広報わくやに広告を掲載しませんか？

　
プ
ロ
の
写
真
家
の
武
川
健け

ん

太た

先

生
に
よ
る
座
学
と
、
涌
谷
駅
界か

い

隈わ
い

で
の
フ
ォ
ト
ワ
ー
ク
で
、
あ
な
た

の
思
い
出
の
１
枚
に
な
る
よ
う
な

写
真
を
撮
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　
４
月
11
日（
土
）

　
　
　
　
９
時
～
12
時

▼
場
所　
座
学
は
く
が
ね
創
庫
、

フ
ォ
ト
ワ
ー
ク
は
涌
谷
駅
周
辺

▼
参
加
費　
無
料

▼
定
員　
30
人（
小
学
生
以
下
は

保
護
者
同
伴
）

▼
講
師　
鉄
道
写
真
家　
武
川
健

太
氏

▼
演
題　
楽
し
く
上
手
な
写
真
を

撮
ろ
う

▼
申
込
方
法　
左
記
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
、
件
名
「
写
真
教
室
」

と
記
入
し
、
①
氏
名（
複
数
人
で

の
参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
全
員

の
氏
名
）②
電
話
番
号
③
持
参
す

る
カ
メ
ラ
の
種
類（
ス
マ
ホ
、
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
な
ど
）を
記
入
し

申
し
込
む

▼
申
込
締
切　
４
月
５
日（
日
）

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

涌
谷
月
将
塾
阿
部

メ
ー
ル　

sadam
une1574@

yahoo.co.jp

☎
０
８
０
―
１
８
３
６
―
１
９
０
８

自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

涌
谷
月
将
塾
主
催
の

写
真
教
室
を
開
催

― 20 ―広 報 わ く や 令和８年４月１日発行


